
2011 年度 早稲田アカデミー 第 6 回リポート 

（講義概要と受講者の感想、資料のご紹介） 

■ 日  時：2011 年11 月4 日（金）13：30-15：30 

■ 会  場：早稲田公民館（広島市東区牛田早稲田）研修室1 

■ 題  目：自己をみつめる心理学 

■ 担  当：広島女学院大学文学部幼児教育心理学科教授 桐木建始 

■ 参加人数： 22 名（男性2 名、女性20 名；うち早稲田女性会会員・早稲田公民館職 

員1 名） 

■ 講義概要 

2011 年度早稲田アカデミーの最終回となる、本日第 6 回目の講座は「自己をみつめ

る心理学」と題して幼児教育心理学科教授の桐木建始先生に担当して頂きました。 

「心理学とは？」と聞かれたとき、頭で考えて研究していく分野だと思いがちですが、

実際は体を動かし、データを取って分析していく学問であるということで、「一緒に体

験しながら考えていきましょう！」という先生のお言葉から始まりました。 

○心理学の歩み 

心理学の始まりは二千数百年前で、ギリシャ哲学の一分野として、頭で考える学門と

して発生していたそうです。現在の心理学として誕生したのは 1879年、ヴントがライ

プツィッヒ大学に心理学実験室を創設したことにより始まったそうです。このように、

学門に誕生日があることは珍しいことであり、実験により心を明らかにしようとしたヴ

ントの功績は現在の心理学という学問を確立させるものだったそうです。 

ヴントが行っていたのは自分の心を自分で見るという内観法という方法で、被験者に

物を見せそれに対して思ったことを包み隠さず報告してもらうという実験だったそう

です。しかし、実際には自らの心の内をさらけ出すことはとても難しいことで、ヴント

は被験者を養成し、何でも包み隠さず話す人を作り実験を行っていたそうです。その中

でどうしても分からなかった心の動きが、現在テレビでも有名になった「アハッ！体験」

ヒラメキの瞬間なのだそうです。心理学の根底は学問の発生当時から確立されていたの

だということに改めて驚きました。 

○認知心理学 

認知心理学の分野についてのお話しを聞きました。心理学者のフロイト説で、私達の

心の中には、意識＝自分で知ることのできる心が 1 割、無意識＝自分で知ることので

きない心が 9割ほどあるとしているそうです。嫌な記憶、忌まわしい記憶は自然と隠し

てしまうもののようです。自分の事を知っているようで知らない事が多いということに



納得しつつも、受講者の方々も驚いていらっしゃいました。 

○ものをみるということ 

「物を見るということ」知覚についても、幾つかの錯視などを紹介になり実際に体験

しました。インクの染みが犬に見えたり、若い女性の絵が見方を変えればおばあさんに

見えたりと驚きの連続でした。その中でも受講者の方々の納得が得られなかったのが

“Checker-shadow illusion”という錯視です。二色のチェック柄の台の中に立っている棒

に光が当たり影を作りだしているもので、その影の部分と光の当たっている部分の色の

見た目は違うはずなのに、その部分だけを比べると全く同じ色というもの。何度見ても

納得のいかない受講者の方の中には「信じられない！」と最後まで納得のいかない方が

多かったようです。見方が違えば見えるものも違うということを体験し、私たちは単に

目で見ているのではなく心で解釈しているからこそ、実際にあるものとは違うものを見

ることが出来るのだということを学ばせて頂きました。しかし、実際に体験して実感で

きたようでなぜか納得できない不思議な体験でした。このことがまた、人の心の中は分

からないということ、目だけでは物を見ていないということを明らかにしてくれました。

見ることには心が大きく関わっているのだということが良くわかった実験でした。 

○人をみるということ＝対人認識 

 いくつかのキーワードからその人の印象を考える実験では、「暖かい」と「冷たい」

という一つの言葉の違いだけで人の印象は変わるということを体験しました。この実験

を通して私たちが普段声や表情など、ちょっとした情報から相手がどんな人か判断でき

ることを改めて体感しました。それは逆に自己中心的な見方であり、過ちがあるという

ことを再認識しました。「物をみる」ことも、「人をみる」ことも思い込みが発生する

ことを心に留めて、視点を変えてみることが必要なのだと思いました。 

○自己をみるということ 

 自己幸福感を調べる心理テストではほとんどの方が幸福を感じているという結果で

したが、学生を対象に考えられたテスト感度に「私達は甘く付けすぎるからね。」とご

年配の受講生の方の声も聞こえてきました。幸福とは、生理的欲求（食べる・寝るなど）、

安全の欲求、所属と愛の欲求、自尊欲求、自己実現欲求が満たされることにより生まれ

るもの。自己の力を発揮できる喜びを感じ、誰かから評価され認められることが必要、

「誰かに支えられていると安心です。誰かの支えになっていると幸せです。」と桐木先

生がＣＭの言葉から引用されていました。 

人間の行動にはまだまだ分からないことが多いですが、それがまた面白い点なのであ

り、今回の講座を受けて心理学という分野に興味をそそられるのだと感じました。心理

テストなどを通してみなさん興味深く体感しておられ、自分でも知らない自分を実感す



ることができたのではないでしょうか。 

今回の講座では、最終回ということで受講生の方々に早稲田公民館の宇根館長より修

了証が手渡されました。皆さん照れながらも喜んでおられ、受講したという達成感を味

わって頂けたように拝察しました。受講者の皆さん、主催者の方々に、心より御礼を申

し上げます。今後も広島女学院大学に変わらぬご理解、御助力の程賜りますよう、心よ

りお願い申し上げます。 

（文責：広島女学院大学総合研究所・久村） 


















